
 
 
 

首都圏1都3県の新型コロナウイルス感染症に関する緊

急事態宣言は、本日3月21日をもって解除されます。しか
し、それとは裏腹に宮城県では感染再拡大に伴い、独自の

緊急事態宣言を出しました。燎原
り ょ う げ ん

 の火のごとく地方に広がっ

ているのでしょうか。 

宣言が出されていないところでも、日常の活動が制限され

おり、とくに合唱に対する世間の目は相変わらず冷たいものが

あります。これはかなり根が深いもので、原発事故による風評

被害に苦しむ東北の方々と同じような難題を抱えています。 

 

 
JAMCAでは、会員の活動状況を調査したところ、そもそ

も集まる機会がないため「JAMCA通信」の配布自体でき
ないとの回答があったため、メールでやりとりできるPDF・CD
も合わせて配布することになりました。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
PDFは受取側の環境に応じた画質の異なる3種類を揃

えています。その中から適当なものを選び、各団の中でメー
ル配信することになりますが、やはり最後まで課題として残
るのはPDFを開ける環境にないメンバーです。 
男声合唱団コール・グランツでは、メールに添付されたファ

イルを閲覧できない一部のメンバー用に、コンビニでプリント
アウトできるネットワークプリントサービスを利用していますの
で、今回もこれで渡します。これは、画像(JPEG/PNG)と
文書(PDF/Word)を無料で送ることができます。
但し、コンビニで取り出すときにコピー料金が発生します。 
今回の「JAMCA通信」はA4サイズにびっしりと12頁、ト

ップ記事には「Zoomを活用した合唱活動」の特集、
Zoomの使い方、メリットとデメリット、Zoomの活用事例
などを紹介しています。連載物には、「京子の部屋」(合唱
指揮者・飯沼京子)、「男声合唱四方

よ も

八方
や ま

 話」(菅野哲
男)、「男声合唱考」(合唱指揮者・松原千振)、「男声
合唱万歳!」(都築義高)などがあり充実しています。 
 

 
埼玉県合唱連盟は、4月29日に今年度総会を計画して

います。ただし、感染対策のため各合唱団の代表1名に絞っ

ています。昨年はオンラインでの開催となりましたが、感染状況

もそれなりに回復の兆しが見え始めているので、リアルの開催

に踏み切ったものと思います。もちろん感染状況によっては開

催方法を書面表決等に変更する場合もあるとしています。今

回の会場は、従来の市民会館おおみやが取り壊されるため、

大宮ソニックシティ・小ホールに変更されました。 

また、総会の最後に＜リモート合唱＞での新曲初演「日々

あたらしく」の完成動画が公開されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この曲は、『おんがく広場』第126号でもお知らせしましたが、

作詩・新川和江さん、作曲・土田豊貴さんによるもので、クラ

ウドファンディングで作ります。同声2部、女声3部、混声3部・

4部、男声4部と幅広く歌えるように作曲されています。 

リモート演奏による動画または音源は4月8日まで、合唱団

による完成演奏動画は4月23日までそれぞれ受け付けていま

す。 

詳しくは埼玉県合唱連盟のホームページをご覧ください。 

http://saicl.net/ 


